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研究成果の概要（和文）： 

我々は、実世界アバタ(遠隔操作可能な自作ロボット)を教室に用いて、遠隔講義を支援するシ
ステムを開発した。これによって、遠隔で講義を受講中の学習者の行動（例えば、挙手やうな
ずきなど）を、教師が把握することができる。また、複数の学習者が１つの実世界アバタを共
有するシステムや、身振り手振りといった身体運動を用いて、アバタを操作するシステムなど
を開発した。最後に評価実験を行い、システムの有用性を確かめた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
We have developed a networked robot (called a real-world avatar robot that can be controlled remotely) 

to support distance learning. This allows the teacher to grasp the learner's behaviors (for example, 

raising-hands or nodding) during the course lectures at the remote using through the avatar robot. In 

addition, we have developed a system that enables to manipulate the avatar using body gesture 

movements, and also multiple learners can share a single real-world avatar. Experiments were conducted 

to be confirmed the usefulness of the system. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年、ロボティックス技術の進歩と共に、

日常生活の中で人間のパートナーとして活

動するロボットの実現が期待されている。そ

こで問題となるのが、人間とロボットとの関

わり方（相互作用）であり、ヒューマン・ロ

ボット・インタラクションの研究が盛んに行

われている。従来の人間とコンピュータとの

インタラクションとは異なり、体全体を活用

して、人間同士が行うのと同様の身体的コミ

ュニケーションの実現が試みられている。 

一方、近年，大学等の教育機関や企業の多

くで e ラーニングや遠隔教育などの導入が進

んでいる．それに伴い，講義映像のコンテン

ツ化や，蓄積型のストリーミング配信環境の
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普及も進んできている．しかし，単に教材を

配信するだけでは、教師や他の学習者とのコ

ミュニケーションの不足やドロップアウト

など、様々な問題点が指摘されている。そこ

で、コミュニケーションを促進し、学習者の

モチベーション（やる気）を高め、維持する

仕組みが求められている。 

 

２．研究の目的 

本研究ではネットワークロボットを教育や
学習に用いた、ネットワークロボット型学習
支援システムを開発し、コミュニケーション
や学習者のモチベーションの向上などの効
果について研究を行う。 

 

３．研究の方法 

 
本研究では、図１に示すように、講義室に実
世界アバタを配置し，アバタを仲介して遠隔
学習者が講義に参加する。対話や質問の時は
遠隔学習者の代わりにアバタが挙手、や頷き
を行い，講師に対して遠隔学習者は意思の伝
達を図る。そうすることで，遠隔学習者と講
師のインタラクティブ性を高める。 
 

 
図１：システム概要図 
 
本研究で開発したロボットアバタを図２に
示す。これは講義室に配置するものである。
アバタは、以下の装置からなる。 
(1) Web カメラ：遠隔学習者の視線用 
(2) スピーカ：遠隔学習者の声などを講義室

に伝える。 
(3) マイク：講義室の音を集音して、遠隔学

習者に伝える。 
(4) プロジェクタ表示部：遠隔学習者の表情

を映し出す 
(5) モーター駆動部とバッテリー：アバタを

動かすためのモーターや，サーバ PC，プ
ロジェクタに必要な電源を送る 

(6) サーバ PC：クライアントと通信を行うプ
ログラムと Skype を起動しておく 

 
これを用いた遠隔講義の特徴を以下に示す。 
講義室内 
(1) アバタの顔部分をスクリーンに変更し，

そこに表情を投影することができる。 
(2) アバタの行動時は行動を行った遠隔学

習者の顔を表示する。 

(3) アバタが行動してない時は遠隔学習者
の顔を一定時間ごとに表示する。 

(4) 複数の遠隔学習者が挙手を行った場合
は早い順で，次の人を隅のほうに小さい
窓で表示する。 

(5) 講義室カメラを用意し，遠隔地からアバ
タを確認できるようにする。 

 
遠隔地 
(1) 自身の顔を撮る為に固定カメラを用い

る。 
(2) 自身の表情を教室のアバタに表示する。 
(3) 他の遠隔学習者に自身の表情を表示す

る。 
(4) Kinect を用いて直感的な入力する。 
 

図２：アバタロボットの構成図 
 
４．研究成果 
 

本研究では、２日間のイベントにおいて、ロ
ボットアバタを利用して実験を行った。対象
は小学生１００名である。アバタがいる部屋
といない部屋の２つに分かれて、コミュニケ
ーションをしてもらった。内容はジャンケン
やあっち向いてホイなどのミニゲームを行
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ってもらい勝ったら前に進んでいくすごろ
くゲームを行った。その様子を図３に示す。 

 

図３：評価実験の様子 

 

 

評価実験では、 

(1) 普段のコミュニケーションと比べてど
うのように感じたか 

(2) アバタとのコミュニケーションは楽し
かったか 

の 2 項目について質問を行った。 

その結果を図４，５に示す。実験結果より
80%以上の人がコミュニケーションが取りに
くいと思わず、95%以上の人がコミュニケー
ションが楽しかったと答えた。このことから
ロボットアバタはコミュニケーション能力
に於いては問題なかったと考えられる。 

 

 

図４：アバタとのコミュニケーションの楽し
さに関するアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：アバタを通じたコミュニケーションに
関するアンケート結果 
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